
地域医療介護総合確保促進法に基づく令和３年度神奈川県計画策定に向けた 

調査票等の作成について（医療分） 

 

１ 経 過 

○ 令和２年５月 28 日～７月 31 日の間、県のホームページを活用して、県民の皆

様や、医療・介護などの関係団体の方々などからの事業アイデアを募集した。 

○ あわせて、地域医療構想調整会議において、関係者の御意見を伺った。 

○ 御提案頂いた内容や、令和２年度までに策定した計画を参考に、令和３年度計

画策定に向けて調査票等を作成し、厚生労働省へ提出する。 

 

２ 令和３年度に係る国の予算規模及び配分方針 

【予算規模】 

○ 地域医療介護総合確保基金（医療分）の令和３年度予算政府案については、前

年度比 15 億円減の 1,179 億円（公費（国負担 2/3＋都道府県負担 1/3）ベース）

とされた。（令和２年 12 月 21 日閣議決定） 

【配分方針】 

○ 現時点では未着。 

 

３ 令和３年度における基金活用額について（医療分・調整中） 

事業区分 

令和３年度 

基金活用額 

Ａ＋Ｂ 

 

R3 年度計画 

での要望額 

Ａ 

H27～R2 年度 

基金の活用額 

Ｂ 

Ⅰ 地域医療構想の達成に向

けた医療機関の施設又は設

備の整備に関する事業※ 

1,697,308千円 6,398千円  1,690,910千円 

Ⅱ 居宅等における医療の提

供に関する事業 
240,127千円 198,679千円   41,448千円 

Ⅳ 医療従事者の確保に関す

る事業 
1,440,201千円 1,165,102千円 275,099千円 

Ⅵ 勤務医の労働時間短縮に

向けた体制の整備に関する

事業 
399,000千円 399,000千円   0千円 

合 計 3,776,636千円 1,769,179千円   2,007,457千円 

※ 令和２年度に病床削減等の支援として実施されていた「病床機能再編支援事業」（補

助率 10/10）が、令和３年度から当基金の区分Ⅰに位置付けられることとなったが、本

県においては令和２年度の活用状況（活用なし）を踏まえ、予算化は見送った。 

 

 

 

資料２－１ 



４ 令和３年度計画の調査票へ記載する主な事業 

(1) 地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業 

 ○ 病床の機能分化・連携を推進するための基盤整備（継続） 6,398 千円 

医療機関に対するセミナーの開催や各地域での検討会等の取組により、不足

病床機能区分への転換促進や地域医療構想の推進を図る。 

(2) 居宅等における医療の提供に関する事業 

 ア 在宅医療施策推進事業（継続）      3,333 千円 

   県内における広域的な在宅医療施策を推進するための事業を実施する。 

① 在宅医療推進協議会の設置・運営、在宅医療に係る研修会の開催等 

② 地域の医師における看取りと検案に係る研修の実施 

 イ 在宅歯科医療拠点運営事業（継続）    150,313 千円 

県内に設置する在宅歯科医療連携室において、相談業務や人材育成などを実

施する。 

(3) 医療従事者の確保に関する事業 

 ア 医師等確保体制整備事業（継続）     142,848 千円 

地域医療支援センターの運営費や、医師修学資金の貸付等を実施する。 

① 地域医療センター運営費補助 

② 地域医療医師修学資金貸付事業費 など 

 イ 看護師等養成支援事業（継続）     545,203 千円 

看護師等養成所の運営費や、実習受入れ体制の充実のための経費への補助等

を実施する。 

① 看護師養成所運営費補助 

② 看護実習施設受入拡充事業費 など 

 ウ 病院群輪番制運営費（継続）     244,889 千円 

広域ブロック内で病院の輪番方式または拠点病院方式により、休日・夜間の

小児二次救急医療体制を確保するために必要な医師、看護師等の確保に必要な

経費に対して補助を行う。 

(4) 勤務医の労働時間短縮に向けた体制の整備に関する事業 

 ア 地域医療勤務環境改善体制整備事業（継続）          399,000 千円 

医療機関が医師の労働時間短縮に向けた取組を総合的に実施する事業に対し

必要な費用の支援を行う。 

 

５ H27～R２年度基金の活用 

これまでに造成した基金を令和３年度も引き続き活用して事業を実施するため、

平成 27 年度から令和２年度までの計画についてこれまでの執行状況等を踏まえ、

一部事業の期間延長、事業費の変更（流用）、年度割の変更を行うほか、字句修

正等の軽微な変更を行う。 

 

 

 

 

 

 



６ 今後の予定 

時期 内容 

２月 25 日 保健医療計画推進会議 

３月 医療審議会（報告、書面協議） 

３月中旬 国へ調査票提出 

３月中 H27～R２年度基金の活用に係る厚生労働省との協議 

４月中旬 厚生労働省による都道府県ヒアリング 

ヒアリング後 国へ調査票の見直し提出 

８～９月頃 各都道府県へ基金額内示 

内示後 都道府県計画の提出 

（上記は例年のスケジュールに基づく想定）  

 

７ 令和３年度分基金全体（介護を含む）の状況 

 ○ 令和３年度予算の予算政府案では、基金予算総額は 2,003 億円（医療：1,179

億円、介護：824 億円）となっている。（前年度比 15 億円減） 

  

８ 協議案件への対応（案） 

 「資料２－２ R３年度における基金活用事業一覧（調整中）」のとおり、調査票を

作成し、国へ提出したい。 


